
配点 　　　　　事例のありたい・ありたくない姿 （◇・◆）

 【成果につながる改善の取組み】　 【60点】

(5点)

(10点）

(20点）

・上司・関係者などと協力体制が築けているか

(10点）

(5点)

(10点)

 【改善活動の進め方】　 【20点】

(15点)

(5点)

 【発表の方法（表現力）】 【20点】

 【その他】事例の特異点を評価して 2段階の加減点  事例の素晴らしいところ、まずいところを明確にして評価に加える

・「QCサークル東海支部　支部規定　及び関連規定」の別表１２－２を使用

ＱＣサークル東海支部愛知地区　 改 善 事 例 審 査 着 眼 ポ イ ン ト

　●サークルらしい発表内容と発表態度であるか
減点
最大

【10点】

  ◆＜減点例＞
 　・大声・ムダな掛合い・合唱・浪花節調・お涙頂戴などの過剰な演出
　 ・発表内容に相応くない発表者（人数を含む）による発表
 　・短期間の教育で専門スタッフ並みの知識を修得・活用
 　・現実的でない形態での社内外関連部署との協業
 　・高度な設備・機器・システム操作を短期間で修得・活用
 　・専門外の大規模・高度なＩＴ・知識システムを独自で構築
 　・要旨集、ＰＰＴ、台詞の間に整合性が無い　  ・発表時間の大幅な超過
 　・サークル運営の考え方・スローガン・役割などと活動事例との不整合　等

　　　　　・右欄を参考に、サークル発表らしくない点が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1つ有る ：    -5点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2つ以上有る ： －10点

　●要旨集・ＰＰＴと発表は、わかりやすいか

(10点)
 ◇サークルらしく、さわやかで好感の持てる発表である
 ◇要旨集は、事前審査及び講評準備に必要な情報が簡潔にまとめられて
 　 おり、後日、読者が読んで役に立つまとめ方である

・簡潔にまとめられており、好感がもてる発表
　であるか

　●新たな視点（審査員の経験より）での取組み
　　（手法活用、活性化の工夫など）があるか

加点
最大

【10点】

 ◇＜加点例＞
 ・広く他サークルのベンチマークと成り得る先進的な取組み（改善又は活性
 　化に新たな考え方・新手法を開発・活用）に挑戦して成果につなげている
 　(特性要因図などの手法の新たな使い方、新分野への取組みなど）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・　特別賞などの判断材料とする

　　　　　・右欄を参考に、新しい取り組みだと思った点が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1つ有る ：    5点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２つ以上有る ：　 10点

　●QCサークル活動の活性化に向けた
　 　目標/課題の達成状況

 ◇明るく・楽しく・いきいきと改善活動を進める中でサークル、メンバーが
　  共に成長することで働き甲斐のある改善の進め方が出来ている
 ◇存在感,連帯感,参画感,達成感,満足感などの視点でメンバー全員が、
 　 この改善事例への参加（改善の進め方、運営）に高評価をしている
 ◇継続的にサークル運営のレベルアップとサークルメンバー全員が成長して
 　 いく仕組みとか仕掛けが構築され、事例を通して実績も上がっている

・存在感,連帯感,参画感,達成感,満足感等、
　サークル員個々が感じる活動であったか

・運営面で次の改善活動に繋がるもので
　あったか

 ◇ストーリーは、簡潔でわかりやすくまとめられている
 ◇素人にも理解できるように専門用語や専門技術をわかりやすく説明して
　　いる

　●ストーリーは、わかりやすいか
(10点)・専門用語・技術はわかりやすく説明されて

　いるか

　●目標・課題の設定/達成状況/改善成果は、
　 　適正かつ将来につながるものか

 ◇テーマ選定・現状把握・目標設定・実施計画で求めようとしている内容に
 　 相応しい効果及び成果を達成している
 ◇活動の中で得られた知見・反省が的確に整理され今後の活動に生かそう
 　 としている
 ◇技術的・技能的な進歩が明確になっている
 ◇業務遂行レベルの向上に貢献している

・自職場の改善に貢献できたか、また次回に
　繋がる活動であったか

 ◇当サークルの目指す姿（モットー、スローガンなど）の達成に向けて、
 　 当改善テーマおけるネライ（目標）を明確にして取組んでいる
 ◇改善活動の中で発生するサークル運営面での課題・問題に対してもＰＤ
 　 ＣＡのサイクルを回している
 ◇サークルメンバー全員参加のもとで改善目標達成に向けて改善プロセス
　  の節々で発生するサークル運営上の問題解決のために様々な努力と
 　 工夫がされている

　●改善活動を進める中でQCサークル活動
　　 活性化への努力と工夫が見られたか
　　　 ・全員参加/役割分担/連携活動等の工夫があるか

　　　 ・サークルの目指す姿が示され、強み弱みを把握
　　　　 /克服/成長する工夫があるか

　　　 ・メンバーが明るく・楽しく・いきいきと活動出来る
　　　　工夫があるか

④創意工夫、対策の確からしさ  ④-1.メンバー全員の工夫・協力のもとで職場内外の英知と力を結集して対策
　  を検討・実施している
 ④-2.対策案は、技術的な根拠が明確になっており期待効果・実現性・コスト・
 　 弊害など適切な評価を経て選択、予想問題の対応策を加え実施している

英知を集めた原理原則に合った対策か

⑤標準化と管理の定着  ⑤得られた効果と知見が維持可能な内容 ・形態に整理され組織のノウハウ
　  や標準として、サークル内及び必要な内外の組織に適切な形で水平展開
　  されている

・標準類見直し、改訂に結びついているか
・再発防止が的確か

②現状把握と目標設定・実施計画  ②設定された目標および実施計画の根拠が選定理由及び現状把握で明確
　  に整理されており妥当である現状把握の的確さ、目標と計画が理に適っているか

③テーマ解決の進め方  ③-1.要因の抽出～絞込み～確定のプロセスは、論理的・科学的・技術的な
　  証明のもとで根拠（因果関係）を明確にするなど的確に進められている
 ③-2.上司、推進者、必要に応じてスタッフ、関連部署などの協力のもとで
　  進めている

・現地現物/手法の正しい活用/原因
　究明が明確等

審査項目　　　審査項目の考え方　

 ◇ＱＣストーリー（課題達成・問題解決、施策実行、未然防止など）の基本を
　  踏まえて、また改善の各ステップにおいては、ＱＣ的なものの見方・考え方
 　 のもとで適切な手法を正しく効果的に使って進めている
 ◇各ステップでは、５ゲン（現地・現物・現認・原理・原則）に基づく活動が
 　 徹底している
 ◇仮説を設定した場合は、後のステップで必ず検証を実施している
 ◆改善プロセスにおける、固有技術・専門技術レベルの高さは、評価しない

　●各ステップでＱＣ的な検証が出来ているか

①テーマと選定理由  ①-1.適切な選定理由に基づいて要点を端的に表現したテーマ名は、ストー
　　リー全体が俯瞰されている
 ①-2.メンバー・関係者の総意のもとでテーマ選定を進める工夫をしている

環境変化・上位方針などを踏まえ、サークルニーズ
に合ったテーマが適切な進め方で選定できているか


